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2024 年３月期第 3 四半期決算 質疑応答集 

この質疑応答集は、2024 年 2 月 5 日（月）の 2024 年 3 月期第 3 四半期決算発表以降にお

いて、株主・投資家の皆様からのお問い合わせおよび 1on1 ミーティングなどにていただい

た主なご質問をまとめたものです。当社のご理解を賜る事を目的として一部内容・表現の加

筆・修正を行っております。 

 

【業績について】 

Q. 3Q の全体感について、どのように評価されていますか。 

A.売上・利益ともに順調に推移したことにより、11 月に上方修正いたしました当期業績予

想に向け予定通り進捗しています。 

 

Q.3Q の業績から考えると、4Q は赤字となるのでしょうか？ 

A. その予定です。4Q には 3Q に実施した大規模広告費や、採用費が計上されます。（4Q だ

けで 10 人以上の採用を予定しています） 

 

【製品・事例について】 

Q.新製品について、進捗を教えてください。 

A. パートナー企業に使って頂いており、ご意見を頂いています。リリースに向け着々と準

備をしていますが、詳細・具体的な特徴については、皆様にお伝えできる段階になりました

ら、改めて正式にご説明させていただきます。 

 

【市場環境について】 

Q. 2025 年の崖について、需要は増加していますか。 

A. 2025 年の崖を克服するために必要だと指摘されているのが DX であり、企業の DＸ化は



様々な分野において加速すると考えられます。DX を実現するために、プロセスとして、ま

ずデジタル化を促進する動きがあり、政府が、法規制を緩和し、それに伴い電子帳簿保存法、

インボイス制度などが整備され、それらを背景に企業は現在のシステムを見直さなけばな

らないという気運が高まっております。 

さらに、デジタル化だけでは DX 化につながらず、個別の業務プロセスのデジタル化を一緒

にしていくことが大切で、その部分のお手伝いがデータをつなぐこと、すなわちデータ連携

であり、当社が支援できる部分と考えております。 

 

【IR について】 

Q. 移転や、CM などの大規模広告の費用はいつ計上されるのでしょうか。 

A. 移転費用はほぼ 8～9 割が 3Q に計上されています。大規模な広告費の大部分は 4Q に計

上予定です。 

 

【採用について】 

Q. 採用の状況はいかがでしょうか。 

A. 営業系のハイスペックな人材の採用において、業績連動(インセンティブ)要素を強くし

た報酬制度を導入しました。また社員紹介制度（リファラル採用）も継続的に実施した結果、

営業部門やマーケティング部門を中心に 4Q での採用も含めて 10 人の採用予定です。 

 

【その他】 

Q．CM など大規模な広告宣伝の狙いは何でしょうか？ 

A.採用・IR などを中心に、認知度向上を目指し、長期的な未来を見据えた戦略的投資のひ

とつとして、実施しました。 

 

Q.CM について、お客様をはじめとしたステークホルダーの反応はいかがでしょうか。 

A.「CM を見ました」というお声を多数頂き、また「弊社事業を短い時間でわかりやすく伝

えている良い CM」と好評を頂いています。 

 

Q.CM について、来期も継続して CM を行う予定はありますか。 

A.引き続き、認知度を向上させるための施策は行ってまいりますが、CM などの大規模な広

告については現時点では未定です。 

 

Q.オフィス移転について、社員の反応はいかがでしょうか。 

A.以前のオフィスよりはコンパクトになりましたが、完全フリーアドレスなため、コミュニ

ケーションがとりやすくなったなどの声がありました。 

 



＜お知らせ＞ 

DAL 公式 note「DAL 通信」でも 2024 年 3 月期第 3 四半期決算概況について解説していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社データ・アプリケーション（DAL）について】（https://www.dal.co.jp/） 

DAL は、1992 年に UNIX 向けの製品をリリースして以来、EDI（電子データ交換）を中心にデータ連携

分野において信頼性の高いパッケージソフトウェア「ACMS (Advanced Communication Management 

System) シリーズ」を提供してきました。「ACMS シリーズ」は、国内の EDI パッケージ市場でリーダー

シップを確立しており、すでに 2,933 社 14,571 サイトを越える企業のミッションクリティカルなシステ

ムで稼働しています。ビジネス変化に強く、新たなイノベーションを生み出す企業のデータ連携ソリュー

ションを今後も提供してまいります。 

（導入数：2023 年 6 月末時点） 

 

【HP】https://www.dal.co.jp/ 

【Facebook】https://www.facebook.com/DataApplications/ 

【X】https://twitter.com/dal_acms 

【note】https://note.com/dataapplications/ 

 

＜本件についてのお問い合わせ先＞ 

経営企画管理本部 

E-Mail：ir@dal.co.jp 

Tel：03-6370-0909 

 

※現在、働き方改革の観点から、在宅勤務と出社のハイブリッド勤務推奨のため、お電話でのお問い合わ

せの場合、折り返しのお電話になりますことをご了承下さい。 

 

※当資料の内容には、将来に対する見通しが含まれている場合がありますが、実際の業績はさまざまな要

素により、これら見通しと大きく異なる結果となり得ることをご了承下さい。また、会社の業績に影響を

与え得る事項の詳細内容につきましては、決算短信の「事業等のリスク」をご参照下さい。しかしなが

ら、業績に影響を与え得る要素は「事業等のリスク」に記載されている事項に限定されるものではないこ

とをご留意下さい。 

※DAL, ACMS, ACMS Apex, AnyTran, E2X, WebFramer, RACCOON, OCRtran は、株式会社データ・ア

プリケーションの日本および海外での商標ならびに登録商標です。 

※本文中に記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。 
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